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抗NMDA受容体抗体を中心に、疾患の診断マーカーや神経機能障害に病因的意義を
有する可能性が高い自己抗体について講演いたします。

AQP4抗体検査の種類と利用の仕方、Seronegative NMOの特徴、NMOSDの
基準を満たさない症例でのAQP4抗体の検出について解説いたします。


